
レーザを使用した光凝固法は、

糖尿病性網膜症、網膜出血、網膜剥離、中心性網膜炎など、

主に眼底疾患に対する治療に使用されています。

非観血的に手術が行えるので

患者様への負担が軽く、回復も早いことから、

各種眼底疾患の治療法として、

広く使用されています。

イエローレーザ光凝固装置　YLC-500


